
平成２６年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）１対１対談の主な発言内容 平成26年6月30日 現在

対談市町名 対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

1 紀宝町
対談項目１
防災対策について

洪水対策

①熊野川の国直轄管理区間より上流につい
ても河道掘削事業を実施していただくよう
要望します。

国直轄区間より上流の河道掘削について
は５月下旬に「国への提言・提案」として
直轄管理区間の拡大による一元的な治水対
策の実施を要望したところであり、今後と
も機会ある毎に要望してまいります。

2

②他の県管理河川についても、河川断面が
不足しているので、堆積土砂撤去などの河
道整備を早急に実施していただくよう要望
します。

平成２５年度までに、災害復旧事業をは
じめ県事業等により、約９．３万㎥の堆積
土砂を撤去しました。平成２６年度は、市
町とともに撤去必要箇所の優先度等につい
て検討する「箇所選定のしくみ」により選
定した相野川他２河川において約０．３万
㎥の堆積土砂を撤去する予定です。残る約
４．２万㎥についても、緊急度の高い箇所
より計画的に進めていきます。

3

③井田川の改修予算の増額、早期完成を要
望します。

現在JR橋梁から下流の区間について平成
２５年度から平成２６年度にかけて約８０m
の護岸整備を進めています。
JR橋梁上流の町道橋より上流の区間につ

いては、平成２６年度から用地買収に着手
します。
当面の対策として、平成２５年度に狼谷

団地の下流２箇所に量水標を設置しまし
た。
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4 紀宝町
対談項目１
防災対策について

ダムの運用見直し

平成２７年度の風屋ダム・二津野ダム、
坂本ダムの水利権更新手続きにあたり、治
水機能を持ち合わせた多機能ダムへの機能
変換を図るダム運用を行うこと、濁水への
抜本的な軽減措置を講ずることなどを強く
関係機関に働きかけていただきたい。

県としては「ダム操作に関する技術検討
会」や「熊野川の総合的な治水対策協議
会」において、さらなる改善に向けて検証
状況を確認していきたいと考えています。
濁水対策については「熊野川濁水対策技

術検討会」の検討結果を参考に、「熊野川
の総合的な治水対策協議会」において濁水
の改善に向けた意見を述べてまいります。

5 孤立地区の解消

熊野川中流の浅里地区から対岸の新宮市
への橋梁の新設を要望します。
県道紀宝川瀬線についても、嵩上げ等の

改修を早急に実施していただきますよう要
望します。

浅里地区等から、１級河川熊野川を渡河
し、対岸の和歌山県側の国道１６８号への
架橋は、地形的な制約、技術的な課題によ
り、事業費が膨大になり、長大橋の整備は
困難と考えています。
県道紀宝川瀬線の高岡及び大里地内の嵩

上げについては、全体計画延長１．８ｋｍ
とし、特に道路高が５m程度と低くなってい
る普通河川和田地川付近から１級河川野添
川付近までの約５００mを最優先整備区間と
し、道路の拡幅改良と合わせ、最大約２mの
嵩上げの整備を進めていくこととなり、平
成２５年度は測量設計を行い、現在用地測
量を進めているところです。
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6 紀宝町

対談項目２
新宮紀宝道路の早期
完成～広域交通網の
整備促進～

熊野川河口大橋を含む「新宮紀宝道路」
の早期完成と、未事業化区間である近畿自
動車道紀勢線（新宮～熊野大泊間）を早期
に新規事業化するとともに、紀勢線が全線
開通するよう広域交通網の整備促進を要望
します。
整備促進のため、「紀勢線推進課（仮

称）」を配置していただくなど、県の推進
体制整備についての配慮を要望します。

平成２５年度は測量及び地質調査が進め
られ、平成２６年度は7月に地元説明会を開
催し、意見を伺いながら設計を進めると聞
いていますので、県としても協力していき
ます。
未事業化区間についても国に対し、要望

していきます。
また、県の推進体制については、県土整備
部道路企画課に高規格幹線道路の整備促進
のため、高速道推進班として４名の職員を
配置し、事業進捗に応じた調整に取り組ん
でいきます。

7 紀宝町
対談項目３
井田海岸浸食・高潮
対策について

地域住民が安全・安心な生活を送る海岸
が整備されるには、まだ多くの時間と多額
の事業費が必要であることから、国の直轄
事業により早期解決できるよう要望しま
す。
また、国の熊野川激特事業による河道掘

削土砂については、井田海岸への受け入れ
を図っていただきますよう要望します。

七里御浜海岸浸食対策の直轄事業化を国
に対する提言活動などにより要望をおこ
なってきたところであり、今後も引き続き
強く要望していきます。
熊野川激特事業による河道掘削土砂につ

いては、平成２５年１１月より鵜殿港海岸
へ受け入れを開始しています。井田地区海
岸においても国と関係機関と調整を図り、
順次、受け入れを行います。
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